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アンガージュマンとはフランス語で社会参加という意

2014年  2月のアンガージュマンの予定
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14:00 
　ラッピング講座
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14:00 よみきかせ
　＠はるかぜ書店

13:00～17:00 
　　クラフトDay
　　 ＠harucafe
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2014年  2月のアンガージュマンの予定

山形物産市
　(はるかぜ書店前)

14:00～16:00
保護者会

今月のボランティア募集

　イベント　　　　　　　　日付　　　　　　　 定員　　　主な活動内容
はるかぜ書店　　平日9:00～11:00 　２名　品出し、陳列、配達
ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ　　　  平日10:00～16:00　５名　話やゲームの相手、ともに過ごす
物産市　　　　  2/11　 　　　　 　３名　物品販売、品物陳列、チラシ配布
通信発送作業　  2/28　      　  　５名  通信の折り、封入、封止め
下校時の防犯　  平日14:40～16:00  ２名　町内の巡回、見守り

上町商盛会商店街振興組合・横須賀商店街連合会賀詞交歓会に出席しました。

近隣清掃
　　上町をきれいに！

夜間相談受付中 平日 17：00～21：00
(要予約) 50分　7,365円 ・昼間は起きられない・・・

・昼間は誰かに会うかもしれないし･･･
・仕事で相談に行く時間がない 電話　046-801-7882

　今年度も残すところ二ヶ月を切りました。毎年恒例になってしまうのか！？　ご寄付
のお願いです。まずは最初に改めて謝らなくてはなりません。先だってこの通信でもお
伝えしたとおり、この２年ほど、認定特定非営利活動法人を取得するべく寄付をお願い
してきましたが、２０１１年度に神奈川県への事業報告の提出が遅れてしまい、二年間
は認定取得が出来ないことが判明しました。ここにお詫び申し上げます。

　いよいよ次年度は認定特定非営利活動法人を取得する準備が出来ました。アンガー
ジュマンが設立した頃は到底認定が取れるNPO法人になるとは考えられない状況でした。
認定制度が変わり、より取得しやすい状況になったことは幸いなことです。

　アンガージュマンは市民公益活動団体としての矜持を持って活動しています。正直に
言って民間団体と言われることに抵抗感があるくらいです。ひきこもり・不登校は社会
的課題です。本来なら公的な取組が必要とされるところを代わりに担っているわけです。
ただし、皆さんからの支援（寄付・会費）と自主事業からの収益を主な財源として運営
されています。

　認定を取得する要件となるパブリックサポートテストでは、どれだけ多くの市民から
支持されているかが問われます。それは、団体の目的が公益性を持ったものであるかを
判断するためです。

　私たちはアンガージュマンを必要としています。
　ここに集う子どもたち・若者たち。彼らは、この場所を必要としています。

　さて、あなたにとって、この町にとって、この社会にとって、私たちの活動は本当に
必要でしょうか。

　たった１００人からも支援されていないのだな、と私たちの力不足を痛感しています。
最近流行しているクラウドファンディングやインターネット等でのワンクリック寄付の
手法はなるべく使いたくありません。街頭での募金も抵抗感があります。

　それでは十分に団体の思いや考えが伝わるとは思えないからです。

　町の中で直接人と人とが関わり合いながら暮らしています。そんな町の中で活動して
いるのですから、人と人との直接のコミュニケーションを大切にしたいと思います。そ
の中で子どもと若者は育っているのです。

  認定を取得するには、あと６０人ほどの寄付が必要です。

　３０００円という貴重なお金です。ぜひ皆さんの思いを乗せてアンガージュマンに届
けていただけないでしょうか。どうぞよろしくお願いいたします。(理事長　島田徳隆）

寄付・支援のお願い

　１月１６日はセントラルホテルにて上町商盛会、２９日はよこすか平安閣にて横須賀商店街連合会の賀詞交歓会に出席
しました。今回、上町ではイシイがジャンケン大会で盛り上げ役になりました。横須賀商店街連合会には市内の次世代の
リーダーがちらほら出席し始めています。いよいよ若手が担う時代が到来しているのかもしれません。ただ、どの業界
も厳しい状況にあります。
　若手がきちんとバトンを受け取って将来へつないでいくためにも、まだまだ先代の皆さんの知恵と力が必要です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島田徳隆

高校入試

合格発表



ボランティア ボランティア活動・・・その原動力とは

プログラミング講座 トライアル＆エラー

昼食会 楽しさ、おいしさも栄養！

日常のひとこま

山形物産市 今年も、山形のおいしいものが届きます！

  県青少年センター主催「ひきこもり・不登校の子ども・若者を支援
するボランティア研修」の受講生が、ただ今当法人で活動中です。大
学３年生で経済学部に在籍しています。ゼミを通じて、なぜ労使に分
かれると同じ人間ではないような処遇が行われるのか、疑問が湧いて
きたとのことでした。その疑問に突き動かされて参加したボランティ
ア活動には、驚きがあったそうです。効率や合理性が目標と直結して
いる世界とは別世界、こうした場があってもいい、安心できた。居場
所を過ごす子ども・若者は、今必要な地固めをしていると思えると話
してくれました。
　多くの人が求める社会は全員が満足できる社会ではなく、常に少数
派が出現するものです。社会の抱える課題をいち早く認識し、活動に
結びつける「先駆性」は、ボランティア活動のもつ要素の１つであり、自発性の原動力ともいえるでしょう。
1995年1月17日に起きた「阪神・淡路大震災」では、全国からボランティアが集まり、2ヵ月でのべ約100万人
にのぼりました。「いてもたってもいられない」「他人事ではない」そんな気持ちが人を突き動かすので
しょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川隆博
　

劇的！リフォーム！！　ビフォー・アフター

　毎週水曜日の昼食会、ケイコさんは前日からメモを片手に頭を悩ませています。先週は和風だったから、
今週は洋風？　中華風？？　スタッフや利用者の好き嫌いも考慮して、食べられない人には、アレンジメ
ニュー。もちろん、１食350円の予算も考えなくてはいけません。旬のお買い得な食材を使って…などなど。
メニューが決まれば買い出しへ。前日にスーパーや八百屋さんを回って、材料は揃えておきます。
　当日は、ケイコさんの指示を受け、ボランティアのみなさんが野菜を切ったり炒めたり。お肉を焼いたり、
お米を研いだり。味つけは、適当でいいのよ～というものの、最後はケイコさんが味見をして、バッチリ決
めてくれます。
　そうしてできあがるランチは、彩りよく、栄養満点。しかも、おいしい！　さらに、デザート付！　ごは
んは、おいしく楽しく食べなくちゃ。みんなで食べる、ということも栄養のうちかもしれませんね。
　アンガージュマンに行ってみたいけど、緊張する…というかたは、見学がてら昼食会に参加すると、アン
ガージュマンの雰囲気が掴めると思いますよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石井利衣子

　毎月11日の山形物産市。この季節お野菜
は少ないのですが、リンゴや干しナスが届
きました。リンゴはサンフジとジョナゴー
ルド。歯ごたえもシャキッととみずみずし
く、甘みと酸味のバランスも最高。干しナ
スはこちらではあまり見かけませんが、水
で戻して炒め煮にすると、干し野菜特有の
じんわりしたうまみが感じられます。アン
ガージュマンでは、昼食会にも使いました
よ。他にも、牧野さんちのお母さんの漬物
(うまい！)も、ごはんにピッタリ。おかわ
り間違いなしの逸品です。　2月も11日に開
催予定。ただし、品物は天候にもよります
ので、何があるかはお楽しみに…！　　　
　　　　　　　　　　　　　　石井利衣子

　プログラミング講座第１弾、全４回の日程を終了しました。
　プログラミングとは、コンピュータに命令を与えて、自分の思い通
りに動かすというもの。コンピュータの仕組みの裏側では必ず使われ
ているもの。しかし、普段は目に入りません。
　今回の受講者も、普段パソコンを使ったり、ゲームをしたりするも
のの、プログラミングに触れることは初めてです。企画をした講師も
スタッフも、参加者の様子を見つつ講座を進めることとなりました。
　印象的だったのは、プログラムを作製するにはトライアル＆エラー
が常に求められるということ。初めから、自分の思い通りに出来るこ
とはほぼありません。どのような命令をすれば何が実行されるのか。単純なことですが、複雑な動きを求め
れば、いくつもの命令を組み合わせなければなりません。キャラクターが予想外の動きをすることもしばし
ば…。そこで、実行と修正の繰り返しが必要なのです。
　間違えたら、やり直す。そのことの重要性を学べるという意味でも、今回使用したSCRACHは非常に役立つ
ツールと言えます。さて、実際に体験した彼らが何を感じたのか。丁寧にヒアリングを進め、今後に活かせ
ればと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石井利衣子

ボリューム満点☆かき揚げ丼 豪華！手巻きずし 肉団子スープと干しナスの煮物 　今回の依頼主はアンガージュマン。学習スペースは一部書棚
で仕切られているのですが、この奥が暗い＆寒い(夏は暑い）と
使い勝手がイマイチ。書棚の下の段は、机にふさがれてデッド
スペースになってしまっています。
　さあ、そこで立ちあがったのが匠(ケイコさん)。メジャー片
手にあちこち測りまくり、書棚の移動を決定。空いた空間には
カーテンレールを設置。専門店で、ドイツ製のカーテン生地を
買い、自宅で夜中にミシンを踏み踏みカーテンを自作(節約！)

　そして、｢今日はやるからね～！　手伝ってもらうよ～｣の掛け声でスタッフ、ボランティア
さん、研修生、あばうとの子どもたちなどなど、その日たま
たま居合わせた人々を動員。棚の中身を一旦出して、いらな
い物は仕分けて処分。棚を動かして中身を元に戻すところま
でを、なんと一日で終えたのでした。
　使い勝手については、未だ試行錯誤中ですが、換気もしや
すくなり、昼食会ではカーテンを開けてテーブルを合わせる
ことで、より多くの人が一度に食事できます。
　これからも、進化していくアンガージュマン。匠は　次に
事務所の棚に目を付けたようですよ…。　　　　石井利衣子

卒業生が遊びに来ました ラッピング講座　かなり上達！？ 絵本のよみきかせ「次はこれ～」

形は不ぞろいでも、
味はバツグン！　
つるがピンっと立ってます。

おみ漬け
ゴボウのキムチ漬け
大根のハリハリ漬け
赤カブの甘酢漬け
ご飯・お茶・お酒の友に。
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